
　

障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
が
２
０
０
６
年
12
月
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
、
２
０
０
８
年
５

月
に
発
効
し
た
。
わ
が
国
は
２
０
０
７
年
９
月
に
同
条
約
に
署
名
し
て
い
る
。
以
来
、
障
害
者
基
本

法
の
改
正
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
法
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

２
０
１
６
年
４
月
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
差
別
解

消
法
）
の
施
行
と
と
も
に
、「
合
理
的
配
慮
」
の
不
提
供
の
禁
止
が
国
公
立
大
学
で
は
法
的
義
務
に
、

私
立
大
学
で
も
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

　

文
部
科
学
省
で
も
、
同
省
所
管
事
業
分
野
に
お
け
る
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
「
対
応
指
針
」
を
と
り
ま
と
め
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
各
私
立
大
学
で
は
障
害
学
生
支
援
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
同
時
に
、
支
援
に
対
す
る
方
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
の
策
定
も
進
ん
で

い
る
。

　

本
号
座
談
会
は
発
達
障
害
に
焦
点
を
当
て
て
実
施
し
た
が
、
大
学
に
お
け
る
障
害
者
の
受
け
入�

れ
に
伴
い
、
対
応
が
必
要
な
分
野
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
本
特
集
で
は
座
談
会
と
も
連
動
し
、
は

特 集

大
学
に
お
け
る

障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
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じ
め
に
「
発
達
障
害
者
支
援

法
」
に
よ
り
既
に
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
発
達
障
害
学
生

へ
の
支
援
に
つ
い
て
認
識
を

深
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の

上
で
、
本
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
障
害
者
差
別
解
消
法
の

理
解
、
合
理
的
配
慮
の
努
力

義
務
化
前
後
の
、
各
大
学
に

お
け
る
学
生
支
援
や
そ
の
体

制
整
備
、
個
別
入
学
者
選
抜

に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
対
応
、

さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
を
想
定

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
、
お

よ
び
教
職
員
の
採
用
な
ど
、

大
学
に
お
け
る
取
り
組
み
を

多
方
面
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
大
学

に
お
け
る
今
後
の
推
進
方
策

を
考
え
る
機
会
と
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

障
害
者
差
別
解
消
法
の
概
要

松
本 

宏
太

●�

内
閣
府
政
策
統
括
官
（
共
生
社
会
政
策
担
当
）
付
参
事
官�

（
障
害
者
施
策
担
当
）
付
主
査

障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援・

配
慮
事
例

小
越 

真
一
朗

●�

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構�

学
生
生
活
部
障
害
学
生
支
援
課
長

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
と
大
学
に
お
け
る
体
制
整
備

柏
倉 

秀
克

●
日
本
福
祉
大
学 

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
長

障
害
の
あ
る
受
験
生
に
対
す
る
合
理
的
配
慮

近
藤 

武
夫

●
Ｄ
ｏ
―
Ｉ
Ｔ�

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、�

　
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授

す
べ
て
の
利
用
者
に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
目
指
し
て

伊
井 

明

●
龍
谷
大
学
財
務
部
管
理
課
課
長

障
害
の
あ
る
教
職
員
の
支
援・

採
用
と
学
内
理
解
の
促
進

原 

正
福

●�

立
教
学
院
人
事
部
人
事
課
、
立
教
大
学
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
委
員
（
２
０
１
４・

２
０
１
５
年
度
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
学
内
理
解
促
進・

情
報
発
信
実
施
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
座
長
）
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１　
制
定
経
緯

　

障
害
者
の
人
権
や
基
本
的
自
由
の
享
有
を
確
保
し
、
障
害
者
固

有
の
尊
厳
の
尊
重
を
促
進
す
る
た
め
、
障
害
者
の
権
利
の
実
現
に

向
け
た
措
置
な
ど
を
規
定
し
た
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」

（
以
後
、
障
害
者
権
利
条
約
）
が
、
平
成
18
年
12
月
の
第
61
回
国
連

総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
平
成
20
年
５
月
に
発
効
し
た
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
起
草
段
階
か
ら
積
極
的
に
参
加
す

る
と
と
も
に
、
平
成
19
年
９
月
に
署
名
し
て
以
来
、
締
結
に
向
け

た
国
内
法
の
整
備
と
国
会
承
認
を
経
て
、
平
成
26
年
２
月
に
効
力

が
発
生
し
て
い
る
。

　

障
害
者
権
利
条
約
は
、
障
害
に
基
づ
く
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
差
別

の
禁
止
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
求
め
て
お
り
、
わ
が
国
に
お
い

て
は
、
平
成
23
年
の
「
障
害
者
基
本
法
」
の
改
正
の
際
、
障
害
者

権
利
条
約
の
趣
旨
を
基
本
原
則
と
し
て
取
り
込
む
形
で
、
同
法
第

４
条
に
差
別
の
禁
止
が
規
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
規
定
を
よ
り
具
体
化
す
る
も
の
が
「
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
以
後
、
障
害
者
差
別
解
消

法
）
で
あ
り
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を
推
進
し
、
全

て
の
国
民
が
障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実

現
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
25
年
６
月
に
成
立
し
、

平
成
28
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

２　
対
象
と
な
る
障
害
者

　

対
象
と
な
る
障
害
者
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
第
２
条
に
規
定

さ
れ
た
「
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含

む
。）
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
害
が
あ
る
者
で
あ
っ
て
、
障
害

及
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に

相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
も
の
」
で
あ
る
。

特
集

大
学
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

障
害
者
差
別
解
消
法
の
概
要

松
本 

宏
太
●
内
閣
府
政
策
統
括
官
（
共
生
社
会
政
策
担
当
）
付
参
事
官
（
障
害
者
施
策
担
当
）
付
主
査
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こ
れ
は
、
障
害
者
が
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
お
い
て
受
け

る
制
限
は
、
心
身
の
機
能
の
障
害
（
難
病
に
起
因
す
る
障
害
を
含

む
。）
の
み
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
障
壁
と
相
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
と
の
い
わ
ゆ

る
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
考
え
方
を
踏
ま
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

対
象
と
な
る
障
害
者
は
、
い
わ
ゆ
る
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
に
限

ら
な
い
。（
な
お
、
高
次
脳
機
能
障
害
は
、
精
神
障
害
に
含
ま
れ

る
。）３　

対
象
と
な
る
事
業
者
及
び
分
野

　

対
象
と
な
る
事
業
者
は
、
商
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
（
地

方
公
共
団
体
の
経
営
す
る
企
業
及
び
公
営
企
業
型
地
方
独
立
行
政

法
人
を
含
む
。）
で
あ
り
、
個
人
事
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

対
価
を
得
な
い
無
報
酬
の
事
業
を
行
う
者
、
非
営
利
事
業
を
行
う

社
会
福
祉
法
人
や
特
定
非
営
利
活
動
法
人
な
ど
も
、
同
種
の
行
為

を
反
復
継
続
す
る
意
思
を
も
っ
て
行
っ
て
い
る
場
合
は
事
業
者
と

し
て
扱
わ
れ
る
。

　

分
野
と
し
て
は
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
、
公
共
交
通
、
雇
用
な

ど
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
対

象
に
し
て
い
る
が
、
雇
用
分
野
に
つ
い
て
の
差
別
の
解
消
の
具
体

的
な
措
置
（
障
害
者
差
別
解
消
法
第
７
条
か
ら
第
12
条
ま
で
に
該

当
す
る
部
分
）
に
関
し
て
は
、「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
」
の
関
係
規
定
に
委
ね
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

４　
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止

　

障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
つ
い

て
、「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提

供
」
の
二
つ
に
分
け
て
整
理
し
て
い
る
。

　

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
と
は
、
例
え
ば
、
正
当
な
理
由
な
く
、

障
害
を
理
由
に
、
財・

サ
ー
ビ
ス
や
各
種
機
会
の
提
供
を
拒
否
し

た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な
行
為
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
、
行
政
機
関
等
で
あ
る
か
事
業
者
で
あ

る
か
の
別
を
問
わ
ず
禁
止
さ
れ
る
。

　

正
当
な
理
由
と
な
る
の
は
、
障
害
を
理
由
と
し
て
、
財・

サ
ー

ビ
ス
や
各
種
機
会
の
提
供
を
拒
否
す
る
な
ど
の
取
扱
い
が
、
客
観

的
に
見
て
正
当
な
目
的
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
目

的
に
照
ら
し
て
や
む
を
得
な
い
と
言
え
る
場
合
で
あ
る
。
正
当
な

理
由
に
当
た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
、
障

害
者
、
事
業
者
、
第
三
者
の
権
利
利
益
（
例
：
安
全
の
確
保
、
財

産
の
保
全
、
事
業
の
目
的・

内
容・

機
能
の
維
持
、
損
害
発
生
の

防
止
な
ど
）
及
び
行
政
機
関
等
の
事
務・

事
業
の
目
的・

内
容・

機
能
の
維
持
な
ど
の
観
点
に
鑑
み
、
具
体
的
場
面
や
状
況
に
応
じ

て
総
合
的・
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特集 大学における障害者差別解消に向けた取り組み
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５　
合
理
的
配
慮
の
提
供

　

合
理
的
配
慮
と
し
て
は
、
障
害
者
や
そ
の
家
族
、
介
助
者
等
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
人
か
ら
何
ら
か
の
配
慮
を
求

め
る
意
思
の
表
明
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
実
施
に
伴
う
負
担

が
過
重
で
な
い
範
囲
で
、
社
会
的
障
壁
（
障
害
が
あ
る
者
に
と
っ

て
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社

会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
）

を
取
り
除
く
た
め
に
必
要
か
つ
合
理
的
な
配
慮
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。

　

こ
の
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
車
椅
子
を
使
う
障
害
者
が
電
車

や
バ
ス
な
ど
に
乗
り
降
り
す
る
と
き
に
手
助
け
を
す
る
こ
と
や
、

窓
口
で
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
（
筆

談
や
読
み
上
げ
な
ど
）
で
対
応
す
る
こ
と
、
障
害
の
特
性
に
応
じ

て
休
憩
時
間
を
調
整
す
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
者
の
権
利
利
益
が
侵
害

さ
れ
る
場
合
に
は
、
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
当
た
る
。

　

過
重
な
負
担
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
等
及
び
事
業
者

に
お
い
て
、
個
別
の
事
案
ご
と
に
、
事
務・

事
業
へ
の
影
響
の
程

度
（
事
務・

事
業
の
目
的・

内
容・

機
能
を
損
な
う
か
否
か
）、
実

現
可
能
性
の
程
度
（
物
理
的・

技
術
的
制
約
、
人
的・

体
制
上
の

制
約
）、
費
用・

負
担
の
程
度
、
事
務・

事
業
規
模
、
財
政・

財
務

状
況
と
い
っ
た
要
素
な
ど
を
考
慮
し
、
具
体
的
場
面
や
状
況
に
応

じ
て
総
合
的・

客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、合
理
的
配
慮
に
関
し
て
は
、一
律
に
義
務
付
け
る
の
で

は
な
く
、
行
政
機
関
等
に
は
率
先
し
た
取
り
組
み
を
行
う
べ
き
主

体
と
し
て
義
務
を
課
す
一
方
で
、
事
業
者
に
関
し
て
は
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
対
象
範
囲
が

幅
広
く
、
障
害
者
と
事
業
者
と
の
関
係
は
具
体
的
な
場
面
な
ど
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
配
慮
の

内
容
や
程
度
も
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

６　
環
境
の
整
備

　

障
害
者
差
別
解
消
法
第
５
条
で
は
、
不
特
定
多
数
の
障
害
者
を

主
な
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
事
前
的
改
善
措
置
（
い
わ
ゆ
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
公
共
施
設
や
交
通
機
関
に
お
け
る
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
意
思
表
示
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
た

め
の
サ
ー
ビ
ス・

介
助
者
等
の
人
的
支
援
、
障
害
者
に
よ
る
円
滑

な
情
報
の
取
得・

利
用・

発
信
の
た
め
の
情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ

の
向
上
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
場
面
に
お
い
て
、
個
々
の

障
害
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
合
理
的
配
慮
を
的
確
に
行
う
た
め
の

「
環
境
の
整
備
」
と
し
て
実
施
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。（
こ

れ
に
は
、
ハ
ー
ド
面
の
み
な
ら
ず
、
職
員
に
対
す
る
研
修
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
の
対
応
も
含
ま
れ
る
。）
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前
述
し
た
合
理
的
配
慮
は
、
こ
う
し
た
環
境
の
整
備
を
基
礎
と

し
て
、
個
々
の
障
害
者
に
対
し
て
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
個
別
に

実
施
さ
れ
る
措
置
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
各
場
面
に
お
け
る
環

境
の
整
備
の
状
況
に
よ
り
、
合
理
的
配
慮
の
内
容
は
異
な
る
こ
と

と
な
る
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
状
態
な
ど
が
変
化
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

合
理
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
障
害
者
が
多
数
見
込
ま
れ
る
場
合
や

障
害
者
と
の
関
係
性
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
な
ど
に
は
、
そ
の
都

度
の
合
理
的
配
慮
の
提
供
で
は
な
く
、
環
境
の
整
備
を
考
慮
す
る

こ
と
に
よ
り
、
中・

長
期
的
な
コ
ス
ト
の
削
減・

効
率
化
に
つ
な

が
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

７　
啓
発
活
動

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
に
つ
い
て
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の

障
害
に
関
す
る
知
識・

理
解
の
不
足
、
意
識
の
偏
り
に
起
因
す
る

面
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
啓
発
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

国
民
各
層
の
関
心
を
高
め
、
障
害
に
関
す
る
理
解
と
協
力
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
設
的
対
話
に
よ
る
相
互
理
解
を
通
じ

た
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
、
広
く
社
会
に
浸
透
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。�

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（概要）

Ⅰ．差別を解消するための措置 具体化

具体的な対応

不当な差別的取扱いの禁止
国・地方公共団体等
事 業 者 法的義務

合理的配慮の提供
国・地方公共団体等
事 業 者

法的義務
努力義務

Ⅱ．差別を解消するための支援措置
相談・紛争解決

地域における連携
啓発活動

情報収集等

●相談・紛争解決の体制整備　⇒　既存の相談・紛争解決の制度の活用、充実
●障害者差別解消支援地域協議会における関係機関等の連携
●普及・啓発活動の実施
●国内外における差別及び差別の解消に向けた取組に関わる情報の収集、整理及び提供

実効性の確保 ●主務大臣による事業者に対する報告徴収、助言、指導、勧告

⑴ 政府全体の方針として、差別の解消の推進に関する基本方針を策定（閣議決定）

⑵ 　国・地方公共団体等　⇒　当該機関における取組に関する対応要領を策定（※地方の策定は努力義務）
　 　事 業 者 　　　　　　⇒   主務大臣が事業分野別の対応指針（ガイドライン）を策定

第１項：障害を理由とする
　　　　差別等の権利侵害
　　　　行為の禁止

第２項：社会的障壁の除去を怠る
　　　　ことによる権利侵害の防止

第３項：国による啓発・知識
　　　　の普及を図るための
　　　　取組障害者基本法

第４条

基本原則
差別の禁止

何人も、障害者に対して、障
害を理由として、差別するこ
とその他の権利利益を侵害す
る行為をしてはならない。

社会的障壁の除去は、それを必要とし
ている障害者が現に存し、かつ、その
実施に伴う負担が過重でないときは、
それを怠ることによつて前項の規定に
違反することとならないよう、その実
施について必要かつ合理的な配慮がさ
れなければならない。

国は、第一項の規定に違反する
行為の防止に関する啓発及び知
識の普及を図るため、当該行為
の防止を図るために必要となる
情報の収集、整理及び提供を行
うものとする。
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は
じ
め
に

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以
後
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）

は
、
２
０
１
５
年
４
月
に
大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
高
等
専
門
学

校
な
ど
の
参
考
資
料
と
な
る
べ
く
、
大
学
な
ど
の
規
模
、
設
備
、

組
織
体
制
な
ら
び
に
実
際
の
支
援
に
至
る
手
続
き
な
ど
の
面
に
お

け
る
多
様
な
事
例
と
し
て
、「
障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援・
配
慮

事
例
」
を
本
機
構
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
公
表
し
た
。

１　
趣
旨・

背
景

　

わ
が
国
で
も
大
学
な
ど
に
在
籍
す
る
障
害
学
生
数
が
年
々
増
加

し
て
お
り
、
特
に
発
達
障
害
、
病
弱・

虚
弱
、
精
神
障
害
の
学
生

が
急
増
し
て
い
る
。「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
の
合
理
的
配
慮
規
定
な
ど
が

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
国
公
立
大
学
等
で
は
障
害
者

へ
の
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
の
禁
止

が
法
的
義
務
と
な
り
、
私
立
大
学
等
で
は
障
害
者
へ
の
差
別
的
取

り
扱
い
の
禁
止
は
法
的
義
務
、
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
の
禁
止
は

努
力
義
務
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
で
は
、
障
害
の
あ
る
学
生
が
在
籍
す
る
大
学
、
短

期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
計
８
１
１
校※

を
対
象
に
、
障
害
の
あ
る

学
生
か
ら
の
支
援
の
要
望
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
行
う
た
め
に

参
考
と
な
る
取
り
組
み
事
例
の
収
集
を
目
的
と
す
る
調
査
を
、
２

０
１
４
年
７
月
に
実
施
。
そ
の
う
ち
４
１
６
校
か
ら
回
答
を
得
た
。

※
「
平
成
25
年
度
（
２
０
１
３
年
度
）
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等

専
門
学
校
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
実

態
調
査
」
に
よ
る
。

特
集

大
学
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援・

配
慮
事
例

小
越 

真
一
朗
●
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
学
生
生
活
部
障
害
学
生
支
援
課
長
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２　
紹
介
事
例
に
つ
い
て

　

紹
介
事
例
は
、
視
覚
障
害
27
、
聴
覚・

言
語
障
害
42
、
肢
体
不

自
由
38
、
病
弱・

虚
弱
22
、
発
達
障
害
35
、
精
神
障
害
24
の
計
１

８
８
例
。
大
学
な
ど
の
規
模
、
設
置
者
、
支
援
体
制
や
実
際
の
支

援
に
至
る
ま
で
の
手
続
き
な
ど
の
面
で
の
多
様
性
を
考
慮
し
、
特

に
、
人
的・

物
的
資
源
が
限
ら
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の

中
で
工
夫
さ
れ
た
事
例
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
る
。

　

な
お
、
紹
介
に
当
た
っ
て
は
、
障
害
学
生
の
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
、
各
事
例
に
お
け
る
個
別
情
報
（
学
校
名
）
は
公
表
せ

ず
、
学
校
や
地
域
が
特
定
で
き
る
名
称
、
学
部
学
科
、
組
織
な
ど

の
固
有
名
詞
は
、
一
般
的
な
用
語
や
表
現
に
置
き
換
え
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
個
々
の
大
学
等
に
お
い
て
実
践
さ
れ
た
多

様
な
取
り
組
み
の
一
部
で
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
全
て
の
大
学
等

に
お
け
る
「
合
理
的
配
慮
」
と
な
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
が
、

各
大
学
等
に
お
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
場
合
の
参

考
資
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

事
例
紹
介
ペ
ー
ジ
は
、
障
害
種
別
の
詳
細
区
分
ご
と
に
ペ
ー
ジ

が
分
か
れ
て
お
り
、
各
ペ
ー
ジ
の
事
例
は
学
校
規
模
（
全
体
の
学

生
数
）
の
大
き
い
順
に
並
ん
で
い
る
。
各
ペ
ー
ジ
は
、
入
試
受
験

上
の
配
慮
や
授
業
支
援
と
い
っ
た
場
面
ご
と
の
索
引
と
キ
ー
ワ
ー

ド
（
学
校
の
設
置
形
態
、
学
校
種
、
学
校
規
模
、
支
援
体
制
、
支

援
内
容
、
対
応
手
順
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
必
要
な
支
援・

配
慮
に

関
す
る
事
例
を
探
し
や
す
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
事
例
閲
覧
者

は
、
こ
れ
ら
の
情
報
と
自
校
の
状
況
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
校
に
お
け
る
支
援・

配
慮
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
障
害
種
ご
と
に
ま
と
め
た
印
刷
用
Ｐ
Ｄ
Ｆ
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
で
あ
る
。
以
下
、
事
例
の
一
つ
を
ご
紹
介
す
る
。

　

発
達
障
害
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如・

多
動
性
障
害
）
と
診
断

さ
れ
た
学
生
が
入
学
し
た
国
立
大
学
（
学
生
総
数
２
０
０
０
～
４

９
９
９
人
）
の
ケ
ー
ス
で
は
、「
授
業
の
時
間
割
を
忘
れ
る
」
と
の

学
生
の
申
し
出
に
対
し
、
事
務
職
員
と
在
学
生
が
協
力
。
定
期
試

験
や
レ
ポ
ー
ト
課
題
、
休
講
な
ど
の
情
報
を
毎
朝
本
人
に
伝
え
、

必
要
な
単
位
の
取
り
方
な
ど
も
き
め
細
か
く
支
援
し
て
卒
業
に
つ

な
が
っ
た
。

　

最
後
に
、
高
等
学
校
等
の
教
職
員
、
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ

て
も
、
進
路
指
導
上
の
参
考
情
報
と
し
て
ご
参
照
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
あ
る
。�

●
本
機
構
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

　
「
障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援・

配
慮
事
例
」

http://w
w
w
.jasso.go.jp/gakusei/tokubetsu_shien/

chosa_kenkyu/jirei/index.htm
l
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は
じ
め
に

　

日
本
福
祉
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
歴
史
は
古
く
、
１

９
５
３
年
の
開
学
当
初
か
ら
肢
体
障
害
が
あ
る
学
生
の
在
籍
が
記

録
に
残
っ
て
い
る
。
１
９
８
３
年
に
名
古
屋
市
内
か
ら
現
在
の
美

浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
た
際
に
は
、
障
害
学
生
に
対
す
る
実
態

調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
１
９
９
８
年
に
は
、
全
国
に
先
駆
け
て

障
害
学
生
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

（
現・

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
、
以
後
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」）
を
創
設

し
、
今
日
に
お
い
て
も
多
く
の
障
害
学
生
や
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

抱
え
る
学
生
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
障
害
者

差
別
解
消
法
の
施
行
に
向
け
た
本
学
の
体
制
整
備
の
現
状
に
つ
い

て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
同
法
施
行
後
の
学
生
支
援
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
。

１　
障
害
等
が
あ
る
学
生
の
在
籍
状
況

　

図
表
１
は
本
学
に
お
け

る
２
０
０
８
年
度
か
ら
２

０
１
５
年
度
ま
で
の
障
害

別
の
在
籍
者
数
で
あ
る
。

総
数
は
１
２
０
名
か
ら
１

５
０
名
の
範
囲
で
推
移
し

て
い
る
が
、
障
害
別
の
構

成
比
率
に
は
特
徴
的
な
変

化
が
み
ら
れ
る
。
従
来
、

支
援
の
中
心
で
あ
っ
た
視

覚
障
害
、
聴
覚
障
害
、
肢

特
集

大
学
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
と
大
学
に
お
け
る
体
制
整
備

柏
倉 

秀
克
●
日
本
福
祉
大
学 

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
長図表１　障害等がある学生の在籍状況

2008
視覚障害 聴覚障害 肢体障害 内部疾患等（年度）

（人）

2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015

0 50 100 150
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体
障
害
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、「
内
部
疾
患
等
」
は
徐
々

に
そ
の
比
率
を
伸
ば
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
２
０
１
５
年
度
に
お

け
る
内
部
疾
患
等
（
全
47
名
）
の
内
訳
は
、
内
部
疾
患
14
名
（
29・

８
％
）、
発
達
障
害
10
名
（
21・

３
％
）、
重
複
障
害
８
名
（
17・

０
％
）、
そ
の
他
15
名
（
31・

９
％
）
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
、
精

神
障
害
、
精
神
疾
患
、
高
次
脳
機
能
障
害
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
結
果
は
全
国
調
査
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
お
り
、
発
達
障
害

や
精
神
障
害
が
新
た
な
支
援
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

２　
支
援
の
概
要

⑴
　
入
学
前
の
支
援

　

本
学
で
は
障
害
等
が
あ
る
学
生
に
対
す
る
入
学
前
の
支
援
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
障
害
の
あ
る
受

験
希
望
者
を
対
象
に
相
談
会
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、

①
障
害
特
性
を
踏
ま
え
た
志
望
学
科
に
関
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
②
入

学
試
験
に
お
け
る
特
別
配
慮
③
障
害
学
生
の
受
け
入
れ
実
績
が
あ

る
下
宿・

ア
パ
ー
ト
の
紹
介
④
通
学
方
法
に
関
す
る
相
談
⑤
授
業

に
お
け
る
配
慮
⑥
学
内
の
移
動
や
大
学
生
活
に
お
け
る
配
慮

―

に
つ
い
て
で
あ
る
。
さ
ら
に
特
別
支
援
学
校
や
高
等
学
校
を
対
象

に
説
明
会
を
実
施
し
、
障
害
が
あ
る
生
徒
の
進
路
選
択
を
支
援
し

て
い
る
。

　

入
学
試
験
に
つ
い
て
は
、
受
験
生
の
障
害
実
態
に
対
応
し
た
各

種
配
慮
を
実
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
視
覚
障
害
が
あ
る
受
験
生

へ
の
配
慮
を
挙
げ
る
と
、
①
全
盲
に
は
点
字
問
題
に
よ
る
試
験

（
１・

５
倍
の
時
間
延
長
と
別
室
受
験
）
②
弱
視
に
は
拡
大
問
題
に

よ
る
試
験
（
１・

３
倍
の
時
間
延
長
と
別
室
受
験
）
③
上
記
の
方

法
で
は
困
難
な
受
験
生
に
は
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
試
験

―
な

ど
で
あ
る
。

　

合
格
発
表
か
ら
入
学
式
に
か
け
て
は
本
人
（
保
護
者
を
含
む
）、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
入
学
先
の
学
部
教
員
の

三
者
に
よ
る
入
学
前
面
談
を
実
施
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
学
生
の

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
己
記
入
式
の
シ
ー
ト
の

作
成
を
通
し
て
配
慮
内
容
を
調
整
す
る
機
会
と
し
て
い
る
。
な�

お
、
こ
の
シ
ー
ト
は
自
己
の
病
気
や
障
害
の
詳
細
、
入
学
面
談
の

記
録
、
高
校
と
大
学
の
違
い
、
入
学
後
に
必
要
な
配
慮
の
内
容
、

受
け
て
き
た
福
祉
支
援
の
内
容
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

⑵
　
学
生
生
活
に
お
け
る
支
援

　

学
生
生
活
の
第
一
歩
は
入
学
式
の
出
席
で
あ
る
。
本
学
で
は
、

入
学
式
に
臨
む
障
害
学
生
の
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
、
上
級
生
（
支

援
学
生
）
が
式
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
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入
学
直
後
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
全
入
学
生
を
対
象
に

障
害
学
生
支
援
を
啓
発
す
る
た
め
の
時
間
を
設
け
、
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
講
話
に
加
え
、
障
害
学
生
本
人
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
障
害
学
生
支
援
の
理
念
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
機
会
と
し
て
い
る
。

　

図
表
２
は
障
害
別
に
み
た
合
理
的
配
慮
の
内
容
で
あ
る
。
障
害

学
生
に
対
す
る
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
が

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
１
４

年
に
そ
れ
ま
で
の
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
（
障
害
学
生
支
援
部

門
）、
学
生
相
談
室
（
相
談
援
助
部
門
）、
保
健
室
（
保
健
管
理
部

門
）
を
統
合
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
総
合
的
な
支

援
の
実
現
を
目
指
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
組
織
で
あ
る
。
支
援

セ
ン
タ
ー
は
本
学
の
本
部
が
あ
る
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
し
、

半
田
と
東
海
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
セ
ン
タ
ー
分
室
が
開
設
さ
れ
て

い
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
セ
ン
タ
ー
長
（
教
員
）
を
中
心
に
、

学
生
部
職
員
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
、
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
師

が
配
置
さ
れ
、
職
種
に
よ
っ
て
は
キ
ャ
ン
パ
ス
間
を
移
動
し
な
が

ら
業
務
に
当
た
っ
て
い
る
。

　

近
年
、
ア
シ
ス
テ
ィ
ブ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
障

害
を
補
う
た
め
の
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
や
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
は
目
覚
ま
し

い
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
が
、
本
学
で
は
、
障
害
学
生
向
け
の
支
援

機
器
や
支
援
ソ
フ
ト
に
関
す
る
情
報
収
集
を
進
め
る
と
と
も
に
、

こ
う
し
た
機
器
を
学
生
が
購
入
す
る
場
合
に
全
額
ま
た
は
一
定
額

の
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。

図表２　授業などにおける配慮

障害等 教職員主体の支援 学生主体の支援

視覚障害

講義資料のデータ提供
講義時にことばによる説明等
の工夫
ビデオ教材使用時の配慮
試験方法の配慮

資料の点訳・データ化
対面朗読
移動支援
ピアサポート

聴覚障害

講義資料のデータ提供
講義時に伝わりやすくする配
慮
ビデオ教材使用時の配慮
語学の授業における配慮

ノートテイク・パソコンテイ
ク
ビデオ教材の字幕付け
録音された講義の文字起こし
ピアサポート

肢体障害

講義資料のデータ提供
試験方法の配慮
学外実習先の確保と障害理解
の促進

ポイントテイク
生活介護：移動・食事・排泄
受講時の支援（資料の取り扱
い等）

発達障害
その他

講義資料のデータ提供
静粛な授業環境の確保
通院による欠席への配慮
演習等での発表に対する配慮

個別の状況に応じた支援
学習サポート
ピアサポート

382016.9　大学時報



　

専
門
性
の
高
い
点
字
教
材
の
作
成
や
専
門
用
語
を
多
く
含
む
手

話
通
訳
は
、
学
内
で
の
対
応
に
限
界
が
あ
る
た
め
、
学
外
の
リ
ソ
ー

ス
（
福
祉
事
業
所
な
ど
）
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

本
学
は
日
本
学
生
支
援
機
構
の
拠
点
校
と
し
て
、
さ
ら
に
全
国
高

等
教
育
障
害
学
生
支
援
協
議
会
（
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ　
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
）

の
理
事
校
と
し
て
、
障
害
学
生
支
援
に
関
す
る
国
内
外
の
情
報
収

集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
障
害
学
生
支
援
の
質
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。３　

発
達
障
害
が
あ
る
学
生
へ
の
支
援

　

こ
れ
ま
で
、
発
達
障
害
が
あ
る
学
生
の
全
体
像
を
つ
か
む
こ
と

は
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
発
達
障
害
が
周

囲
か
ら
「
見
え
に
く
い
」
障
害
で
あ
る
こ
と
や
、
本
人
が
気
付
い

て
い
な
い
ケ
ー
ス
、
周
囲
に
知
ら
れ
た
く
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
支
援
は
、
学
生
相
談
室
に

お
け
る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
対
応
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
最

近
で
は
こ
の
障
害
に
対
す
る
理
解
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
入
学

前
の
障
害
学
生
相
談
窓
口
（
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
時
に
設
置
）

へ
の
来
談
や
、
支
援
セ
ン
タ
ー
に
直
接
相
談
に
来
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
入
学
前
面
談
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
事

前
に
合
理
的
配
慮
を
申
し
出
た
学
生
に
対
し
て
は
、
前
述
の
通
り
、

保
護
者
同
席
の
も
と
で
入
学
予
定
学
部
の
教
員
と
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
が
面
談
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
面
談
の
第
一
の
目
的
は
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
あ
る
。
発
達
障
害
が
あ
る
学
生
が
抱
え
る
困
難
は

一
人
一
人
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
実
態
に
合
わ
せ
た

支
援
や
合
理
的
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
発
達
障
害
が
あ

る
学
生
は
新
し
い
場
面
に
戸
惑
う
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
面
談
で

は
学
生
生
活
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
、

入
学
後
に
不
適
応
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
支
援
と
し
て
い
る
。
例

え
ば
、授
業
の
受
け
方
、課
題
や
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
の
仕
方
、授
業

や
ゼ
ミ
で
の
学
友
と
の
接
し
方
、
教
員
と
の
接
し
方
な
ど
で
あ
る
。

　

本
学
で
は
、
発
達
障
害
が
あ
る
学
生
を
対
象
に
「
個
別
学
習
支

援
計
画
書
」
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
支
援
計
画
に
は
、
学
生
の

障
害
状
況
や
、
授
業
な
ど
で
「
う
ま
く
い
く
状
況
や
場
面
」「
う
ま

く
い
か
な
い
状
況
や
場
面
」
を
具
体
的
に
記
載
し
て
い
る
。
授
業

を
担
当
す
る
教
員
に
は
、
こ
の
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
当
該
学
生

の
状
況
を
理
解
し
た
上
で
適
切
に
対
応
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
支
援
計
画
は
高
次
脳
機
能
障
害
や
重
度
の
身

体
障
害
な
ど
、
個
別
に
配
慮
が
必
要
な
学
生
に
対
し
て
も
作
成
し

て
い
る
。

　

本
学
で
は
発
達
障
害
が
あ
る
学
生
を
対
象
に
、「
学
習
支
援
」
と
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い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
大
学
の
学
習
は

高
校
ま
で
の
学
習
ス
タ
イ
ル
と
大
き
く
異
な
る
た
め
、
新
し
い
学

習
ス
タ
イ
ル
に
順
応
す
る
の
は
困
難
な
課
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、

講
義
中
の
ノ
ー
ト
の
取
り
方
が
分
か
ら
な
い
、
レ
ポ
ー
ト
の
書
き

方
が
分
か
ら
な
い
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の
つ
く
り
方
が

分
か
ら
な
い
な
ど
で
あ
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
週
に
数
回
、
大

学
院
生
や
学
部
の
４
年
生
に
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」（
有
償
）
と
し
て

学
習
支
援
を
依
頼
し
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
学
生

は
「
学
習
サ
ポ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
」
を
訪
れ
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

助
言
を
受
け
な
が
ら
学
習
を
進
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
ス
ペ
ー

ス
は
発
達
障
害
学
生
に
限
ら
ず
、
学
習
上
の
困
難
を
抱
え
る
学
生

に
開
放
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
支
援
に
つ
な
げ
る
場
と
し
て
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
４
年
度
に
は
、
発
達
障
害
が
あ
る
学
生
に
よ
る
当
事
者

グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
は
週
に
１
回
、
昼
食
を
共
に

し
な
が
ら
趣
味
や
学
生
生
活
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る
。
こ
の

活
動
の
意
義
は
二
つ
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は
学
生
の
「
居
場
所
」

を
つ
く
る
と
い
う
側
面
。
二
つ
目
は
、
自
己
の
障
害
に
向
き
合
う

と
と
も
に
他
者
と
の
共
通
点
や
相
違
点
を
知
る
と
い
う
側
面
で
あ

る
。
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
発
達
障
害
と
い
っ
て
も
学
生
の

姿
は
一
人
一
人
異
な
っ
て
い
る
。
学
生
の
多
様
性
に
着
目
す
る
と

と
も
に
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
に
よ
る
支
援
や
合
理
的
配
慮
が
支
援

者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

４　
キ
ャ
リ
ア
支
援

　

障
害
な
ど
が
あ
る
学
生
を
受
け
入
れ
る
大
学
は
増
え
て
い
る
が
、

障
害
学
生
に
焦
点
を
当
て
た
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
取
り
組
む
大
学
は

限
ら
れ
て
い
る
。
障
害
学
生
が
数
多
く
在
籍
す
る
本
学
で
は
、
独

自
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て

い
る
。
図
表
３
に
あ
る
よ
う
に
、
２
０
１
５
年
度
に
卒
業
し
た
障

害
な
ど
が
あ
る
学
生
（
通
学
課
程
）
は
26
名
、
そ
の
う
ち
就
職
希

望
者
は
24
名
で
あ
る
。
就
職
希
望
者
の
内
定
率
は
96・

０
％
（
昨

年
度
83・

４
％
）
と
高
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
は

障
害
学
生
を
含
む
学
生
全
体
の
就
職
率
よ
り
高
く
、
高
等
教
育
機

関
に
お
け
る
障
害
学
生
の
就
職
率
と
し
て
は
特
筆
す
べ
き
成
果
と

な
っ
て
い
る
。
内
定
先
の
業
種
を
み
る
と
企
業
が
33・

３
％
と
最

も
多
く
、
社
会
福
祉
法
人
が
25・

０
％
、
公
務
員
が
16・

７
％
と

そ
の
他
で
あ
る
。

　

障
害
者
雇
用
促
進
法
の
改
正
と
い
う
雇
用
政
策
上
の
追
い
風
は

あ
る
も
の
の
、
重
度
や
重
複
障
害
、
難
病
な
ど
が
あ
る
学
生
の
就

職
状
況
は
厳
し
い
ま
ま
で
あ
る
。
本
学
で
は
、
就
職
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
就
職
先
に
関
す
る
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情
報
を
得
る
た
め
の
支

援
、
就
職
先
に
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
た
め
の
履
歴

書
づ
く
り
の
支
援
、
面

接
試
験
な
ど
に
向
け
た

支
援
、
さ
ら
に
職
場
に

お
け
る
配
慮
を
就
職
先

に
適
切
に
伝
え
る
た
め

の
ス
キ
ル
の
習
得
に
向

け
た
支
援
な
ど
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
就
職
の
担

当
部
署
で
あ
る
キ
ャ
リ

ア
開
発
課
と
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
、

「
障
害
学
生
支
援
セ
ミ

ナ
ー
」
を
年
に
複
数
回

実
施
し
て
い
る
。
セ
ミ

ナ
ー
に
は
障
害
な
ど
が

あ
る
学
生
に
加
え
、
保

護
者
も
多
数
参
加
し
て

い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
の
内

容
は
、
社
会
で
活
躍
す
る
障
害
が
あ
る
卒
業
生
の
体
験
談
、
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
や
就
労
支
援
機
関
の
講
話
、
求
人
企
業
と
の
面

談
な
ど
で
あ
る
。
学
生
は
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
就
職
に
向
け
た
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

自
己
の
職
業
観
の
形
成
を
は
か
る
機
会
と
し
て
い
る
。

５　
学
生
に
よ
る
支
援

　

日
本
福
祉
大
学
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
は
、
学
生
に
よ
る
支

援
が
伝
統
的
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。
ゼ
ミ
や
ク
ラ
ス
の

仲
間
に
よ
る
ご
く
身
近
な
支
援
か
ら
、
専
門
的
な
ス
キ
ル
が
求
め

ら
れ
る
支
援
に
至
る
ま
で
、
学
生
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
本

学
に
は
障
害
学
生
支
援
を
目

的
と
し
た
サ
ー
ク
ル
が
複
数

存
在
し
、
こ
れ
ら
は
学
生
に

と
っ
て
自
主
的
な
学
び
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
視
覚
障

害
学
生
向
け
の
点
訳
教
材
の

作
成
、
聴
覚
障
害
学
生
に
対

す
る
ビ
デ
オ
教
材
の
字
幕
付

け
、
ノ
ー
ト
テ
イ
ク・

パ
ソ

コ
ン
テ
イ
ク
な
ど
に
お
い
て

図表３　障害などがある卒業者の進路状況（就職を希望する者に限定、2015年度）
業　　種　　等 職　 種 　等 就職者数 障　　害　　等

企　業
事務従事者
技術的職業従事者 5 8 聴覚障害・肢体障害・内部疾患

特例子会社：事務従事者 3 視覚障害・肢体障害

社会福祉法人
保育士
相談指導員・支援員
介護職員・ホームヘルパー

6
（2） 視覚障害・聴覚障害・その他 

医療機関 精神保健福祉士 １ その他
社団法人・NPO法人等 介護職員・ホームヘルパー 4 肢体障害・その他

公　務 特別支援学校教員
事務従事者 4 視覚障害・聴覚障害・その他・

重複障害
未　定 － 1 聴覚障害

 注：（ ）は非正規雇用者数（内数）

学生によるノートテイク
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重
要
な
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
同
じ
障
害
が
あ

る
学
生
に
よ
る
当
事
者
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い
て
、
同
じ
障
害
が

あ
る
学
生
に
し
か
分
か
ら
な
い
悩
み
や
困
難
を
共
有
し
解
決
す
る

場
（
ピ
ア・
サ
ポ
ー
ト
）
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
度
は
、
在
籍
す
る
障
害
学
生
１
２
６
名
（
う
ち
要

支
援
学
生
90
名
）
に
対
し
、
３
７
４
名
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
し
て
い
る
。
本
学
は
、
支
援
学
生
の
支
援
の
質
の
向
上
を
目

的
に
、
視
覚
障
害
者
支
援
、
聴
覚
障
害
者
支
援
に
関
す
る
科
目
を

開
講
し
、
さ
ら
に
「
障
害
学
生
支
援
活
動
報
奨
金
制
度
」
を
導
入

し
て
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

高
め
て
い
る
。
な
お
、
本
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差
別
解

消
法
の
対
応
指
針
（
文
部
科
学
省
）
で
は
、
周
囲
の
学
生
を
支
援

者
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
触
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
学
生
に
過

度
な
負
担
が
か
か
る
こ
と
や
障
害
学
生
と
の
人
間
関
係
に
配
慮
す

べ
き
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
の
点
は
本
学
に
お
い
て
も
配
慮
す

べ
き
課
題
で
あ
る
。

６　
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
後
の
現
状
と
課
題

　

お
わ
り
に
、
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
後
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
述
べ
て
お
き
た
い
。
同
法
に
お
い
て
、
私
立
大
学
は
民
間
事
業

者
に
位
置
付
け
ら
れ
、
各
省
庁
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
対
応
指
針
に

図表４　紛争調停に向けた学内体制（近藤（東京大学）のモデル図を筆者が修正、加工）

大学 監督 AHEAD Japan（全国
高等教育障害学生支援
協議会）・JASSO等の
専門リソース

専門知識・経験と
経験知の共有

学　長

監督

監督

※配慮義務・内容に関する通知・仲介

差別解消調整
委員会（仮称）

・配慮申請
・証明の提出
・配慮内容の
　異議申立て

※支援センターや
　教員に対する
　異議申立て

障害学生
意思決定支援

※配慮申請・交渉

副学長

学生支援センター
※大学での合理的配慮内容の合意形成の
　中心的役割

教職員
※担当する授業等での配慮の可否を検討

学外諸機関での相談・調整
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基
づ
く
障
害
学
生
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
学
で
は
、
文
部

科
学
省
の
対
応
指
針
が
求
め
る
支
援
部
署
の
整
備
、
専
門
的
な
支

援
職
員
の
確
保
、
相
談
支
援
窓
口
の
整
備
、
法
の
趣
旨
を
周
知
さ

せ
る
た
め
の
啓
発
活
動
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
整
備
を
進
め
て
き

た
。
今
後
本
学
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
は
次
の
２
点
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
つ
目
は
、
紛
争
や
苦
情
に
対
応
で
き
る
委
員
会
の
整
備
で
あ

る
。
こ
の
組
織
に
は
、
第
三
者
的
な
視
点
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

図
表
４
は
本
学
に
お
い
て
検
討
中
の
、
紛
争
調
停
に
向
け
た
調
整

委
員
会
の
位
置
付
け
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
主
体
と
す
る
支
援
体
制
の
見
直
し
で
あ
る
。
本

学
の
障
害
学
生
支
援
は
、
支
援
学
生
の
熱
意
に
支
え
ら
れ
て
き
た

側
面
が
あ
る
。
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
を
踏
ま
え
て
、
学
生

に
よ
る
支
援
に
依
存
し
た
ま
ま
で
は
な
く
、
障
害
学
生
支
援
に
お

い
て
は
大
学
が
主
体
的
な
役
割
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
主
体
に
よ
る
支

援
か
ら
、
大
学
が
認
証
し
た
一
定
の
専
門
性
を
有
す
る
支
援
学
生

に
よ
る
支
援
へ
の
移
行
を
検
討
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム

に
移
行
す
る
に
は
、
障
害
学
生
支
援
に
お
け
る
専
門
性
を
高
め
る

た
め
の
講
習
や
認
証
制
度
の
整
備
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。�
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は
じ
め
に

　

障
害
の
あ
る
人
が
入
学
試
験
に
臨
む
場
合
、
大
多
数
の
受
験
生

に
は
問
題
に
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
が
、
大
き
な
社
会
的
障
壁
と

し
て
道
を
阻
む
こ
と
が
あ
る
。
ま
ず
、
障
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

一
般
的
な
紙
と
鉛
筆
に
よ
る
試
験
そ
れ
自
体
が
、
す
で
に
大
き
な

障
壁
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
印
刷
さ
れ
た
文
字
を
視
覚
障

害
な
ど
の
た
め
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
肢
体
不
自
由

な
ど
の
た
め
に
鉛
筆
で
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
ず
に
解
答
を
書

き
込
め
な
い
受
験
生
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
（
不
可
能
で
は
な

く
て
も
、
そ
れ
ら
に
非
常
に
長
い
時
間
が
掛
か
る
場
合
も
多
い
）。

障
害
の
あ
る
受
験
生
が
、
文
章
を
耳
で
聞
け
ば
意
味
が
理
解
で
き

た
り
、
口
述
筆
記
や
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
で
は
正
確
な
解
答
を
行
う

こ
と
が
で
き
て
も
、
そ
う
し
た
代
替
手
段
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、

そ
も
そ
も
試
験
の
場
に
臨
む
こ
と
も
難
し
い
。

　

Ｄ
Ｏ
―

Ｉ
Ｔ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
（http://doit-japan.org/

）
は
、
２

０
０
７
年
か
ら
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催

す
る
活
動
で
あ
り
、
全
国
の
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒・

学
生
に
対

し
て
、
他
の
児
童
生
徒・

学
生
と
同
じ
よ
う
に
教
育
の
機
会
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
本
人
が
学
校
に
対

し
て
適
切
な
配
慮
を
求
め
る
こ
と
を
支
援
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、

第
１
章
で
入
学
試
験
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
歴
史
的
背
景
を
概

観
し
、
そ
の
後
、
第
２
章
で
具
体
的
な
配
慮
の
例
と
Ｄ
Ｏ
―

Ｉ
Ｔ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
に
お
け
る
入
試
に
関
す
る
事
例
を
、
第
３
章
で
配
慮
の

可
否
の
判
断
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
を
示
す
。

１　
試
験
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
歴
史
的
背
景

　

日
本
の
教
育
場
面
で
は
、
伝
統
的
に
「
全
員
が
同
じ
取
り
扱
い

特
集

大
学
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

障
害
の
あ
る
受
験
生
に
対
す
る
合
理
的
配
慮

近
藤 

武
夫
●
Ｄ
Ｏ
―

Ｉ
Ｔ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
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を
さ
れ
る
こ
と
が
平
等
で
あ
る
」
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た

め
、「
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒・

学
生
を
、
他
の
障
害
の
な
い
人
と

異
な
る
取
り
扱
い
を
す
る
（
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
）
こ
と
に

よ
っ
て
、
平
等
な
機
会
を
保
障
す
る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
障
害

者
の
極
端
な
特
別
扱
い
、
ま
た
は
他
の
受
験
生
に
対
す
る
不
平
等

や
不
公
平
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
や
す
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
特
に

競
争
的
な
入
学
試
験
の
場
面
で
は
、
異
な
る
取
り
扱
い
を
認
め
る

方
向
に
向
か
い
に
く
か
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
本
来
、
人
間
で
あ
れ

ば
誰
も
が
平
等
な
教
育
の
機
会
に
参
加
す
る
権
利
が
あ
る
。
日
本

で
は
、
個
別
の
配
慮
が
必
要
な
障
害
者
に
対
し
、
特
に
初
等
中
等

教
育
に
お
い
て
は
長
く
分
離
教
育
の
施
策
が
取
ら
れ
て
き
た
が
、

近
年
（
２
０
０
５
年
）
に
な
っ
て
特
別
支
援
教
育
が
始
ま
り
、
通

常
の
学
級
に
所
属
す
る
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
も
特
別
支
援
教
育

を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
徐
々
に
整
い
始
め
た
。

　

２
０
１
３
年
か
ら
は
、
国
連
障
害
者
権
利
条
約
が
締
約
国
に
求

め
る
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
（
障
害
の
あ
る
生
徒
も

な
い
生
徒
も
、
可
能
な
か
ぎ
り
共
に
学
ぶ
仕
組
み
）」
に
沿
っ
た
形

に
な
る
よ
う
に
、
教
育
制
度
の
変
更
が
図
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１

６
年
４
月
に
は
障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ
、
通
常
学
級
で

も
「
障
害
を
理
由
と
し
た
不
当
な
差
別
の
禁
止
」
と
、
児
童
生
徒

が
「
合
理
的
配
慮
」
を
求
め
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
は
、
当
然
な
が
ら
高
等
教

育
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
初
等
中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育

ま
で
共
通
し
た
、
障
害
者
へ
の
合
理
的
配
慮
の
基
盤
が
共
有
さ
れ

た
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育
の
流
れ
と
は

別
に
、
高
等
教
育
の
文
脈
で
は
、
１
９
５
０
年
代
か
ら
、
障
害
者

に
よ
る
門
戸
開
放
運
動
や
一
部
の
大
学
に
よ
る
自
発
的
な
支
援
の

積
み
重
ね
が
歴
史
と
し
て
存
在
し
て
い
る
（
大
泉
、
２
０
０
７
）。

こ
こ
で
も
、
障
害
者
権
利
条
約
と
差
別
解
消
法
が
契
機
と
な
っ
て
、

全
国
的
な
動
き
が
最
近
に
な
っ
て
起
こ
っ
て
き
た
。
２
０
１
４
年

に
は
Ａ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｄ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
（
全
国
高
等
教
育
障
害
学
生
支
援

協
議
会
、http://ahead-japan.org/

）
が
多
数
の
大
学
の
呼
び

か
け
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
現
在
で
は
全
国
の
国
公
私
立
75
校
が

参
加
し
て
、
大
学
に
お
け
る
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議
し
、

知
識
や
経
験
を
蓄
積
す
る
場
が
生
ま
れ
て
い
る
。

２　
具
体
的
な
配
慮
の
例

　

障
害
者
差
別
禁
止
と
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
義
務
化
す
る
法
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
諸
外
国
で
は
、
例
え
ば
以
下
の
よ
う
な
配
慮

が
試
験
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

国
内
の
障
害
学
生
支
援
を
実
践
す
る
大
学
で
も
、
合
理
的
配
慮
の
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選
択
肢
と
し
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
も
ち
ろ
ん

個
別
の
障
害
の
状
況
に
合
わ
せ
て
配
慮
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る
の

で
、
障
害
が
あ
れ
ば
誰
で
も
こ
れ
ら
の
配
慮
を
受
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
配
慮
以
外
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
判
断
で
、
必
要
か
つ
適
当
で
あ
り
、
ま
た

過
重
な
負
担
が
生
じ
な
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
障
害
の
あ
る
学
生
へ

の
配
慮
と
し
て
提
供
さ
れ
る
点
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ら
配
慮
の
メ
ニ
ュ
ー
を
単
に
列
記
し
て
も
、
実
際
の
個
々
の
ケ
ー

ス
で
大
学
と
本
人
が
配
慮
内
容
の
合
意
形
成
に
至
る
過
程
に
つ
い

て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
ひ
と
つ
の
参
考
と

し
て
重
要
と
考
え
、
記
載
す
る
。

・

別
室
受
験
、
試
験
時
間
の
延
長

・

代
読
、
代
筆
に
よ
る
受
験

・

音
声
読
み
上
げ
機
能
、
音
声
入
力
機
能
、
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
の

許
可

・

計
算
機
能
の
な
い
数
式
入
力
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
利
用
許
可

・

計
算
機
の
利
用
許
可
（
米
英
で
は
計
算
障
害
な
ど
を
対
象
に
四

則
演
算
電
卓
の
利
用
許
可
が
選
択
肢
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
本

で
認
め
ら
れ
た
事
例
は
ほ
ぼ
皆
無
と
思
わ
れ
る
）

・

試
験
問
題
を
代
替
的
な
形
式
（
点
字
、
音
声
、
拡
大
、
電
子
テ

キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
な
ど
）
に
変
換
し
た
も
の
を
提
供

・

字
幕
の
な
い
ビ
デ
オ
教
材
（
ま
た
は
試
験
問
題
）
へ
の
字
幕
の

追
加

・

手
話
通
訳
、
文
字
通
訳
（
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
）、
筆
談
や
文
書

の
提
示
な
ど
、
音
声
言
語
に
よ
ら
な
い
指
示
の
伝
達

・

試
験
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
机
も
利
用
で
き
る
も
の
を
使
え

る
よ
う
建
物
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
保
障
す
る
、
障
害
者

用
ト
イ
レ
を
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
会
場
配
置

・

車
で
の
入
構
と
駐
車
場
の
利
用
を
認
め
る
、
介
助
者
の
同
席
お

よ
び
必
要
に
応
じ
た
介
助
の
利
用
、
医
療
的
ケ
ア
の
利
用
の 

許
可

・

障
害
者
支
援
機
器
の
利
用
の
認
可
：
代
替
入
力
装
置
（
特
殊
キ
ー

ボ
ー
ド
、
特
殊
マ
ウ
ス
、
ス
イ
ッ
チ
、
入
力
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
な
ど
）、
拡
大
読
書
機
、
単
眼
鏡
（
ル
ー
ペ
）、
耳
栓
、
ノ
イ

ズ
キ
ャ
ン
セ
リ
ン
グ
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
、
読
み
支
援
目
的
の
ル
ー

ラ
ー
、
蛍
光
ペ
ン
、
大
き
め
の
下
書
き
用
紙
の
利
用
許
可

　

最
近
、
Ｄ
Ｏ
―

Ｉ
Ｔ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
参
加
者
が
大
学
入
試
で
「
配

慮
を
得
る
」
こ
と
は
あ
ま
り
特
殊
な
こ
と
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。

特
に
、
こ
こ
数
年
の
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
ま
で
の
動
き
の
中

で
、
差
別
禁
止
と
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
理
解
が
広
が
り
、
状
況

は
急
激
に
変
化
し
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
（
２
０
１
５
）
に
よ
れ
ば
、
通
常
学
級
に
所
属
し
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な
が
ら
、
発
達
障
害
に
対
す
る
特
別
支
援
教
育
を
通
級
指
導
教
室

で
追
加
的
に
受
け
る
生
徒
の
数
は
、
毎
年
数
千
人
単
位
で
増
加
し

て
い
る
。
中
学・

高
校
に
お
け
る
そ
う
し
た
支
援
は
未
だ
一
般
的

で
は
な
い
が
、
大
学
入
学
後
は
合
理
的
配
慮
を
得
ら
れ
や
す
い
状

況
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
小
学
校
で
合
理
的
配
慮
を
受
け
て
き
た
児

童
が
、
進
学
し
て
中
学・
高
校
で
も
配
慮
を
受
け
ら
れ
よ
う
に
な

り
、
彼
ら
彼
女
ら
が
大
学
に
進
学
し
て
く
る
未
来
は
そ
う
遠
く
な

い
。
現
に
米
国
や
英
国
で
は
、
大
学
で
支
援
を
受
け
る
障
害
学
生

の
大
多
数
は
学
習
障
害
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
あ
る
学
生
と
い
う
状
況
で

あ
る
（K

ondo, T
akahashi &

 Shirasaw
a, 2015

）。

３　
配
慮
の
可
否
の
判
断
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト

　

例
え
ば
、
入
学
試
験
に
お
い
て
肢
体
不
自
由
で
鉛
筆
が
持
て
な

い
と
か
、
学
習
障
害
の
う
ち
書
字
障
害
が
あ
っ
て
文
字
を
鉛
筆
で

綴
る
こ
と
が
で
き
な
い
受
験
生
が
、
小
論
文
の
問
題
で
口
述
筆
記

（
代
筆
）
や
ワ
ー
プ
ロ
利
用
で
あ
れ
ば
し
っ
か
り
し
た
文
章
を
綴
る

こ
と
が
で
き
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？　

他
の
学
生
は
鉛
筆
で
紙
の
解
答
用
紙
に
記
入
し
て
い
る
が
、
不
公

平
と
は
な
ら
な
い
か
？　

合
理
的
配
慮
に
慣
れ
て
い
な
い
大
学
で
、

こ
う
し
た
議
論
が
起
こ
る
こ
と
は
珍
し
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
障

害
者
だ
け
に
対
し
て
安
易
に
問
題
を
免
除
し
た
り
評
価
基
準
を
下

げ
る
こ
と
は
、
合
理
的
配
慮
と
し
て
大
学
が
行
う
べ
き
で
は
な
い

が
（
文
部
科
学
省
、
２
０
１
２
）、
適
切
な
形
で
、
ま
た
過
重
な
負

担
と
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
必
要
な
ル
ー
ル
上
の
変
更・

調
整

を
「
合
理
的
配
慮
」
と
し
て
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

個
別
の
障
害
の
状
況
に
応
じ
た
合
理
的
配
慮
が
、
選
抜
の
評
価

基
準
を
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
は
、
作
問
し
た

教
員
や
入
試
担
当
部
署
と
、
障
害
学
生
支
援
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識・

経
験
の
あ
る
教
職
員
が
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
前
提
と
し
て
、
合
理
的
配
慮
を
求
め
る
個
々
の
学
生
は
、
障

害
の
状
況
に
関
し
て
根
拠
の
あ
る
説
明
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
状
況
の
説
明
に
つ
い
て
理
想
的
な
の
は
、
①
障
害
に
つ
い
て

の
医
師
の
診
断
書
が
あ
る
こ
と
②
障
害
か
ら
生
じ
る
機
能
面
で
の

制
限
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
標
準
化
さ
れ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト

な
ど
に
よ
る
客
観
的
な
評
価
と
説
明
が
あ
る
こ
と
③
以
前
の
教
育

段
階
で
も
障
害
が
認
知
さ
れ
て
い
て
、
入
学
試
験
で
求
め
て
い
る

配
慮
と
同
等
の
こ
と
が
教
育
上
の
合
理
的
配
慮
と
し
て
提
供
さ
れ

て
き
た
来
歴
が
あ
る
こ
と

―
と
い
う
三
つ
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ

と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
二
つ
以
上
、
ま

た
は
一
つ
で
あ
っ
て
も
状
況
が
精
緻
か
つ
論
理
的
に
説
明
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
採
用
す
る
に
足
る
と
判
断
す
る
こ
と
も
で

き
る
だ
ろ
う
。
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ま
た
、
障
害
の
状
況
は
個
人
ご
と
に
千
差
万
別
で
あ
る
た
め
、

「
特
定
の
障
害
名
＝
特
定
の
配
慮
」
と
い
う
公
式
は
成
り
立
た
な
い

し
、
合
理
的
配
慮
は
法
的
な
定
義
上
、
個
別
事
例
に
応
じ
て
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
判
断
を
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。
例
を
挙
げ
る
と
、「
視
覚
障
害
者
に
は
点
字
に
よ
る
受

験
を
認
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
だ
け
考
え
て
、
音
声
（
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
音
声
読
み
上
げ
や
代
読
）
に
よ
る
受
験
を
認
め
な
い

場
合
、
点
字
を
流
ち
ょ
う
に
読
み
書
き
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
視

覚
障
害
者
（
実
は
、
視
覚
障
害
者
の
大
多
数
を
占
め
て
い
る
）
は
、

同
じ
視
覚
障
害
で
も
試
験
問
題
を
読
む
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
個

図表１ DO-IT Japanに参加した生徒たちが大学入試において得てきた配慮の例
 （近藤、2016に一部追加）

事例１（2007年）

肢体不自由（筋ジストロフィー）があり鉛筆によ
る手書きが困難な生徒が、大学入試センター試験
と国立大学の一般入試において、キーボード入力
による解答用紙への記入を認められ、合格。

事例２（2009年）

高次脳機能障害（読み障害）のある生徒が、大学
入試センター試験でパソコンによる音声読み上げ
を申請するが認められなかった。ただし、1.3倍の
試験時間延長を認められた。

事例３（2010年）

肢体不自由（脳性麻痺）があり鉛筆による手書き
が困難な生徒が、大学入試センター試験および国
立大学の一般入試において初めて、数式入力支援
ソフトを用いて受験することが認められ、合格。

事例４（2011年）
発達障害（書字障害）のある生徒が、国立大学の
AO 入試における小論文試験でキーボード入力を
用いて受験することが認められた。

事例５（2011年）

学習障害（読字障害）のある生徒が、奈良県の県
立高校の入学試験（学力試験）において、パソコ
ンによる音声読み上げを申請するが認められなかっ
た。ただし、代読による受験が認められ、合格。

事例６（2012年）

肢体不自由（脊髄損傷による両腕の麻痺）があり
鉛筆による手書きが困難な生徒が、大学入試セン
ター試験と国立大学の一般入試において、数学お
よび物理、化学で1.5倍の試験時間延長、別室での
受験、代筆の配慮を得て受験し、合格。

事例７（2014年）
学習障害（書字障害）のある生徒が、定時制都立
高校の入学試験における作文の試験でワープロを
利用することが認められ、合格。

事例８（2015年）

学習障害（読字障害）のある生徒が、大学入試セ
ンター試験において、パソコンによる音声読み上
げを申請するが認められなかった。ただし、代読
での受験が認められた。

事例９（2015年）

神奈川県の県立高校の入学試験（学力試験）にお
いて、発達障害（書字障害）のある生徒がワープ
ロ（キーボード入力）を利用して5教科の受験を
認められ、合格。

事例10（2016年） 視覚障害（弱視）のある受験生が、大学入試セン
ター試験で代読による受験が認められた。
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別
の
ケ
ー
ス
で
、
本
人
が
ど
の
よ
う
な
配
慮
を
求
め
て
お
り
、
ま

た
そ
れ
を
大
学
が
合
理
的
な
も
の
と
し
て
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
の
合
意
形
成
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
過
重
な
負
担
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
障
害

の
あ
る
受
験
生
本
人
が
求
め
て
い
る
配
慮
を
大
学
が
断
る
こ
と
も

あ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
も
、
法
の
考
え
方
に
照
ら
し
て
適
切
な

手
続
き
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
障
害
の
あ
る
受
験
生
に
説
明
す
る

義
務
は
学
校
が
負
っ
て
い
る
。
障
害
の
あ
る
受
験
生
は
、
障
害
者

差
別
解
消
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
相
談
窓
口
（
法
務
局
、
障
害

者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議
会
、
文
部
科
学
省
に
あ
る
）
に
、
不

当
な
差
別
的
取
り
扱
い
や
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
に
関
し
て
異
議

申
し
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
文
部
科
学
省
の
障
害
者

差
別
解
消
法
対
応
指
針
は
、
学
内
に
も
第
三
者
的
な
相
談
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
本
人
や
関
係
者
間
の
合
意
点
、

落
と
し
所
を
ど
の
よ
う
に
見
つ
け
て
い
く
か
と
い
う
体
制
整
備
が

鍵
と
な
る
（
近
藤
、
２
０
１
５
）。

　

図
表
１
は
、
Ｄ
Ｏ
―

Ｉ
Ｔ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
に
参
加
し
て
い
る
生
徒

が
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の
法
制
度
施
行
に

先
駆
け
て
、
大
学
な
ど
へ
配
慮
を
求
め
た
結
果
、
得
ら
れ
た
配
慮

の
例
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
差
別
禁
止
や
合
理
的

配
慮
の
制
度
が
早
く
か
ら
整
っ
て
い
る
米
国
や
英
国
の
場
合
、
障

害
の
あ
る
生
徒
に
対
し
て
一
般
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
珍
し
く

な
い
。
こ
の
よ
う
な
配
慮
が
日
本
で
も
認
め
ら
れ
始
め
た
こ
と
は
、

国
連
の
障
害
者
権
利
条
約
に
謳
わ
れ
た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
た
日
本
社
会
の
動
き
が
反
映
さ
れ
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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は
じ
め
に

　

本
学
は
１
６
３
９
（
寛
永
16
）
年
の
創
立
以
来
、「
浄
土
真
宗
の

精
神
」
を
建
学
の
精
神
と
す
る
教
育・

研
究
を
連
綿
と
受
け
継
ぎ
、

今
年
で
創
立
３
７
７
年
を
迎
え
た
。
現
在
、
西
本
願
寺
に
隣
接
す

る
大
宮
キ
ャ
ン
パ
ス
（
京
都
市
下
京
区
）、
本
部
機
能
を
有
す
る
深

草
キ
ャ
ン
パ
ス
（
京
都
市
伏
見
区
）、
１
９
８
９
年
に
創
立
３
５
０

周
年
記
念
の
一
環
と
し
て
開
設
し
た
瀬
田
キ
ャ
ン
パ
ス
（
滋
賀
県

大
津
市
）
の
三
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
は
、
教
育
研
究
な
ど
に
係
る
施

設
整
備
に
関
す
る
整
備
方
針
を
定
め
、
各
々
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
立

地
条
件
な
ど
を
踏
ま
え
た
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
方
針
の
一

つ
と
し
て
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
実
現
」
の
た
め
に
、

「
学
生
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
考
慮
し
た
憩
い
の
空
間
を
創
出
す

る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
緑
化
な
ど
に

配
慮
し
、
全
て
の
利
用
者
に
優
し
い
環
境
を
整
備
す
る
」
と
定
め
、

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
特
に
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
整
備
事
例
を
中

心
に
紹
介
し
た
い
。

１　
障
が
い
学
生
に
対
す
る
支
援
の
変
遷

　

本
学
に
お
け
る
障
が
い
学
生
の
支
援
は
、
各
学
部
教
務
課
や
入

試
部
な
ど
に
よ
る
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
必
要
に
応
じ

た
個
別
的
な
対
応
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
本
で
初
め
て
、
全
盲
で
司

法
試
験
に
合
格
さ
れ
た
竹
下
義
樹
弁
護
士
は
法
学
部
の
卒
業
生
で

あ
り
、
在
学
中
は
関
係
部
署
や
「
点
訳
サ
ー
ク
ル
」
の
学
生
が
学

修
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
当
時
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
字

に
よ
る
司
法
試
験
を
行
う
よ
う
国
へ
働
き
か
け
る
な
ど
し
た
。

特
集

大
学
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

す
べ
て
の
利
用
者
に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
目
指
し
て

伊
井 

明
●
龍
谷
大
学
財
務
部
管
理
課
課
長
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そ
の
後
も
取
り
組
み
の
内
容
を
拡
大
し
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
や
専
門
職
員
に
よ
る
点
訳
体
制
の
整
備
、
聴
覚
障
が
い

者・
肢
体
不
自
由
者
へ
の
援
助
の
た
め
の
学
習
補
助
員
の
採
用
、

入
学
試
験
に
お
け
る
「
身
体
障
害
者
受
験
要
領
」
の
制
定
な
ど
、

学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
支
援
を
充
実
さ
せ
た
。
ま
た
、
ハ
ー

ド
面
に
お
い
て
は
、
視
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
「
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
」

「
点
字
テ
ー
プ
」の
整
備
、「
点
字
図
書
」「
オ
プ
チ
ス
コ
ー
プ
（
拡

大
読
書
器
）」
の
購
入
、「
携
帯
用
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
」
の
貸
与
、

聴
覚
障
が
い
者
に
対
す
る
「
Ｆ
Ｍ
補
聴
器
」
の
貸
与
、肢
体
不
自
由

者
に
対
す
る
「
ス
ロ
ー
プ
」「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」の
整
備
（
１
９
９
３

年
時
点
で
全
体
の
83
％
を
整
備
）、「
手
動
車
椅
子
」
の
貸
与
、「
学

内
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
」
の
確
保
、「
車
椅
子
に
対
応
す
る
机
」
の
整

備
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
機
器
の
購
入
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

　

１
９
９
３
年
に
は
、
よ
り
充
実
し
た
障
が
い
学
生
支
援
を
実
施

す
る
た
め
に
、
大
学
の
基
本
方
針
と
し
て
「
身
体
障
害
者
へ
の
教

育
援
助
に
つ
い
て
」
を
制
定
し
、
こ
れ
ま
で
関
係
部
署
が
個
々
に

取
り
組
ん
で
き
た
支
援
を
全
学
的
な
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
た
。

　

基
本
方
針
の
制
定
以
降
も
、
建
物
内
に
お
い
て
「
自
動
ド
ア
」

「
車
椅
子
用
昇
降
機
」「
点
字
案
内・

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
」「
多
目
的
用

ト
イ
レ
」
を
新
た
に
設
置
す
る
な
ど
、
継
続
的
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
向
け
た
整
備
を
行
っ
て
き
た
。

２　
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
修
景
事
業

　

こ
の
よ
う
に
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
た
が
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
は
、
１
９
６
０
年
の
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
以
降
、
順
次
整

備
し
て
き
た
建
物
と
地
盤
と
の
間
に
高
低
差
が
生
じ
る
な
ど
、
障

が
い
の
あ
る
学
生
に
と
っ
て
利
用
し
に
く
い
状
況
が
発
生
し
て
い

た
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
抜
本
的
な
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

学
生
が
集
い
憩
え
る
空
間
を
創
出
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
龍
谷
大
学
創
立
３
７
０
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
修
景
事
業
」
を
実
施

し
た
。

深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
修
景
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト

①　

既
存
の
資
産
を
生
か
す

　

既
存
建
物
の
利
用
、
既
存
植
栽
盛
土
の
活
用
、
樹
木
の
敷

地
内
移
植
に
よ
る
緑
地
の
再
整
備
な
ど
、
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
物・

地
形・

緑
を
最
大
限
に
利
用

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
風
景
を
再
構
築
す
る
。

②　

学
生
の
憩
い
の
場
所
を
作
る

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
さ
ま
ざ
ま
な
性
格
を
持
っ
た
場
所
を
配

特集 大学における障害者差別解消に向けた取り組み
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置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
間
の
相
互
交
流
を
促
し
、
学
生

の
活
動
に
配
慮
し
た
十
分
な
サ
ポ
ー
ト
環
境
を
整
え
る
。
ま

た
、
講
演
や
発
表
な
ど
学
生
の
活
動
舞
台
と
し
て
の
ス
テ
ー

ジ
を
持
つ
、
リ
ン
グ
状
屋
根
に
囲
ま
れ
た
芝
生
広
場
を
中
心

に
、
カ
フ
ェ
樹
林
（
情
報
掲
示・

カ
フ
ェ
施
設
）・

図
書
館
前

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
デ
ッ
キ・

情
報
ラ
ウ
ン
ジ・

ベ
ン
チ・

緑
地

な
ど
で
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
支
え
る
。

③　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

既
存
の
地
盤
レ
ベ
ル
を
生
か
し
な
が
ら
、
全
体
を
緩
や
か

な
傾
斜
面
で
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
場
所
を
バ

リ
ア
フ
リ
ー
と
す
る
。
ま
た
、
交
流
の
場
を
多
様
に
す
る
こ

と
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
活
性
化
さ
せ
る
。

④　

明
る
く
緑
あ
ふ
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス

　

豊
か
な
既
存
の
緑
を
移
植
し
て
残
す
と
と
も
に
、
緑
地
や

芝
生
エ
リ
ア
を
増
設
す
る
。
落
葉
樹
を
取
り
入
れ
る
こ
と
、

ま
た
枝
垂
桜
な
ど
、
京
都
ら
し
い
四
季
折
々
の
木
々
や
草
花

を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
校
舎
の
赤
レ
ン
ガ
が
映
え
る
多
様

な
景
観
を
演
出
す
る
。

⑤　

環
境
へ
の
配
慮

　

雨
水
利
用
、
太
陽
光
発
電
の
採
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使

用
し
た
透
水
性
平
板
を
構
内
舗
装
ベ
ー
ス
に
用
い
る
こ
と
に

よ
る
輻
射
熱
の
軽
減
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
、
こ

れ
か
ら
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
据
え
た
地
球
環
境
へ
の
配

慮
を
積
極
的
に
行
う
。

　

こ
の
「
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
修
景
事
業
」
を
実
施
し
た
結
果
、
建

深草キャンパス「中庭」の風景
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物
と
地
盤
と
の
間
に
生
じ
て
い
た
高
低
差
が
解
消
さ
れ
、
緩
や
か

な
傾
斜
面
で
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
中
庭
に
面
す�

る
全
て
の
校
舎
に
段
差
な
し
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
可
能
と�

な
っ
た
。

３　
「
カ
フ
ェ
樹
林
」の
設
置

　

こ
の
「
深
草
キ
ャ
ン
パ

ス
修
景
事
業
」
に
お
い
て

特
筆
す
べ
き
は
、
２
０
０

６
年
４
月
に
知
的
障
が
い

者
、
精
神
障
が
い
者
が
働

く
「
カ
フ
ェ
樹
林
（
以
後
、

樹
林
）」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ

た
こ
と
で
あ
る
。
樹
林
は
、

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
」
の
理
念
（
障
が
い
者

を
含
む
多
様
な
人
間
が
、

補
い
合
い
、
生
か
し
あ
っ

て
暮
ら
す
社
会
こ
そ
ノ
ー

マ
ル
な
社
会
で
あ
る
と
い

う
考
え
方
）
を
、
大
学
が

内
側
か
ら
実
践
し
、
ひ
い
て
は
地
域
社
会
へ
と
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
、
深
草
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
に
設
置
し
た
。
現
在

は
、
休
憩
時
間
や
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
お
い
て
、
学
生
を
は
じ
め
学

内
外
を
問
わ
ず
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

樹
林
に
お
け
る
特
色
あ
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
部
の
学
生
と
カ
フ
ェ
で
働
い
て
い
る
知
的
障
が
い
者
、
精
神
障

が
い
者
の
方
々
が
協
働
し
て
「
チ
ー
ム
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

と
い
う
団
体
を
設
立
し
、
学
生
サ
ー
ク
ル
と
樹
林
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

深草キャンパスの中央に位置する「カフェ樹林」の外観

「カフェ樹林」の中はリラックスできる空間となっている
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シ
ョ
ン
企
画
を
立
案
し
、
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
ジ
ャ
ズ

研
究
会
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
美
術・

写
真
系
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
展
示

会
な
ど
）。

　

ま
た
、
短
期
大
学
部
社
会
福
祉
学
科
に
よ
る
実
践
講
義
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
展
開
さ
れ
て
お
り
、
商
業
施
設
と
し
て
の
カ
フ
ェ

機
能
の
み
に
留
ま
ら
ず
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
を
学

生
が
実
践
的
に
学
ぶ
場
と
し
て
も
活
用
し
て
い
る
。

４　
「
障
が
い
学
生
支
援
室
」と
の
連
携
と
今
後
の
展
開

　

２
０
０
６
年
度
以
降
も
、
各
学
部
教
務
課
な
ど
の
事
務
室
入
り

口
の
自
動
ド
ア
化
と
い
っ
た
施
設
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

３
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
の
作
製
（
２

０
１
２
年
度
）
な
ど
、
全
て
の
利
用
者
が
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
。

　

２
０
１
４
年
度
に
は
、「
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
対
す
る
実
効
性

の
あ
る
支
援
を
全
学
的
に
推
進
し
、
適
切
な
修
学
環
境
を
実
現
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
、「
障
が
い
学
生
支
援
室
（
以
後
、
支
援
室
）」

が
設
置
さ
れ
た
。

　

現
在
は
、
深
草・

大
宮・

瀬
田
の
３
キ
ャ
ン
パ
ス
に
支
援
室
が

設
置
さ
れ
、
新
た
に
配
置
さ
れ
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
へ
の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

支
援
室
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
お
よ
び
保
護
者
と
面
談
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
相
談
ス
ペ
ー
ス
（
個
室
）」、
心
を
落
ち
着
け

て
休
憩
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
ス
ペ
ー
ス
」、
学
生

同
士
が
交
流
や
休
憩
の
で
き
る
「
学
生
交
流
ス
ペ
ー
ス
」
の
三
つ

の
機
能
が
備
わ
っ
て
い
る
。
学
生
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
障
が
い

の
あ
る
学
生
を
支
援
す
る
学
生
に
対
す
る
研
修
な
ど
も
実
施
し
て

障がい学生支援室（深草キャンパス）
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い
る
。
い
ず
れ
の
ス
ペ
ー
ス
も
、
本
学
に
お
け
る
障
が
い
学
生
支

援
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
踏
ま
え
、
利
用
す
る
学
生
の
状
況
を

考
慮
し
、
支
援
室
と
の
意
見
交
換
を
複
数
回
行
っ
て
、
具
体
的
な

整
備
内
容
を
確
定
し
た
。

　

支
援
室
開
設
以
降
も
定
期
的
に
支
援
室
と
の
意
見
交
換
の
場
を

設
け
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
を
中
心
に
利
用
者
の
意
見
を
施
設
整

備
に
反
映
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
指
の
力
が
急
に
低

下
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
を
押
し
に
く
く
な
っ
た
」
と
い

う
車
椅
子
の
学
生
の
声
を
聴
き
、
ボ
タ
ン
を
操
作
し
や
す
い
も
の

に
変
更
し
た
り
、「
５
セ
ン
チ
ほ
ど
の
段
差
が
あ
り
電
動
車
椅
子
で

は
越
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
訴
え
を
受
け
て
段
差
を
解
消
す
る
こ

と
な
ど
は
、
大
き
な
改
修
工
事
を
伴
わ
ず
に
対
応
で
き
る
も
の
で

あ
る
。
学
生
の
悩
み
が
寄
せ
ら
れ
る
支
援
室
と
連
携
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
細
か

い
対
応
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
新
た
な
施
設
を
整
備
す

る
場
合
に
も
、
支
援
室
か
ら
意
見
を
聞
く
機
会
を
必
ず
設
け
、
利

用
者
に
と
っ
て
適
切
で
、
か
つ
無
駄
の
な
い
環
境
を
整
備
す
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

　

支
援
室
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
利
用
者
の
意

見
に
耳
を
傾
け
、
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
気

づ
か
さ
れ
た
。
加
え
て
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ

ト
面
の
充
実
こ
そ
重
要
で
あ
り
、
学
生
に
対
す
る
働
き
か
け
を
継

続
し
て
行
う
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
る
。
引
き
続
き
、
支
援
室

お
よ
び
関
連
部
署
と
連
携
し
、
ハ
ー
ド・

ソ
フ
ト
両
面
の
充
実
に

努
め
た
い
。

　

全
て
の
利
用
者
に
優
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
多
様
な
人
々
が
共
に
暮
ら
す
共
生
社
会
を
生
き
る
学
生
に
、

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
、
認
め
合
う
心
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
。�

「学生交流スペース」（瀬田キャンパス）
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は
じ
め
に

　

本
学
に
は
、
障
害
者
支
援
関
連
部
署
の
職
員
と
、
障
害
学
生
在

籍
の
有
無
を
問
わ
ず
全
学
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
教
員
と
職
員
、
総

勢
40
名
近
く
で
構
成
さ
れ
る
全
学
的
な
組
織
で
あ
る
「
立
教
大
学

し
ょ
う
が
い
し
ゃ
（
学
生・

教
職
員
）
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以

後
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
発
足
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
過
程
や
、
そ
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
大
学
時
報
２
０
１
３
年
１
月
号
（
№
３
４
８
）
掲
載

の
記
事
で
、
当
時
の
「
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
室
（
以
後
、
支
援

室
）」
課
長
で
あ
っ
た
原
修
が
詳
細
に
紹
介
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
そ
ち

ら
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
上
で
、
本
稿
を
お
読
み
い
た
だ
く
と
幸

い
で
あ
る
。

　

今
回
は
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
本
学
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
教
職
員
へ
の
支
援
内
容
お
よ
び
啓
発
活
動
を
中
心
に
、
事

例
を
紹
介
す
る
。

　

な
お
、
本
学
で
は
主
に
「
し
ょ
う
が
い
」
と
表
記
し
て
い
る
が
、

本
稿
で
は
固
有
名
詞
以
外
は
「
障
害
」
と
表
記
す
る
。

１　
教
職
員
へ
の
支
援
と
職
員
採
用

⑴　

教
職
員
へ
の
支
援

　

立
教
大
学
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基
づ
く
建
学
の
精
神
を
背
景

に
、
古
く
か
ら
障
害
者
を
受
け
入
れ
、
ま
た
障
害
の
あ
る
教
職
員

を
支
え
る
風
土
が
あ
っ
た
。
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
名
称
に
「
学

特
集

大
学
に
お
け
る
障
害
者
差
別
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み

障
害
の
あ
る
教
職
員
の
支
援・

採
用
と
学
内
理
解
の
促
進

原 

正
福
●
立
教
学
院
人
事
部
人
事
課
、立
教
大
学
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員

（
２
０
１
４・

２
０
１
５
年
度
し
ょ
う
が
い
し
ゃ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

 

）

「
学
内
理
解
促
進・

情
報
発
信
実
施
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
座
長
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生・
教
職
員
」
と
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
発
足
時
の
１
９
９
４
年
か
ら
こ
の
点
に
お
い
て
も

意
識
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

障
害
の
あ
る
教
職
員
に
対
す
る
支
援
と
し
て
は
、
職
務
上
の
不

便
を
解
消
す
る
た
め
の
調
整
や
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

本
人
の
申
し
出
に
基
づ
い
て
11
名
の
教
職
員
に
関
す
る
状
況
や
依

頼
事
項
を
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
共
有
し
て
い
る
。

　

障
害
の
あ
る
教
員
の
授
業
運
営
に
関
わ
る
支
援
は
、
主
に
支
援

室
と
教
務
部・

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
部
教
務
課
、
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
の
下
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
全

盲
、
弱
視
な
ど
視
覚
障
害
の
あ
る
複
数
の
教
員
に
対
す
る
支
援
は
、

学
生
が
提
出
す
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
読
み
上
げ
や
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
化
、
授
業
で
扱
う
資
料
の
点
字
印
刷
、
授
業
支
援
シ

ス
テ
ム
の
利
用
サ
ポ
ー
ト
、
移
動
サ
ポ
ー
ト
、
各
種
申
請
書
類
の

代
筆
な
ど
、
内
容・

方
法
は
個
人
の
状
況
に
応
じ
て
多
岐
に
わ
た

る
。
原
則
と
し
て
、
支
援
内
容
も
本
人
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
て
い
て
、こ
の
点
は
、学
生・

教
職
員
と
も
に
共
通
で
あ
る
。

⑵　

職
員
採
用

　

障
害
の
あ
る
職
員
の
採
用
や
受
け
入
れ
は
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
人
事
課
が
中
心
に
行
っ
て
い
る
。
採
用

に
関
し
て
は
、
地
道
な
活
動
を
継
続
し
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
て
い
る
。

　

専
任
職
員
採
用
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
、
障
害
者
枠
も
念
頭

に
お
い
て
採
用
を
行
っ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
成
果
に
結
び
付
い

て
お
ら
ず
、
障
害
の
あ
る
職
員
の
受
け
入
れ
と
い
う
点
で
は
、
現

在
は
嘱
託
職
員
（
障
害
者
枠
）
と
し
て
の
採
用
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
。

　

嘱
託
職
員
（
障
害
者
枠
）
の
採
用
は
、
民
間
企
業
が
実
施
す
る

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
か
ら
提
供
し
て
い
た
だ

い
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
参
考
に
、
面
接
を
中
心
と
す
る
選
考
を

行
っ
て
い
る
。
昨
今
、
精
神
障
害・

発
達
障
害
の
あ
る
方
の
採
用

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
選
考
の
際
は
、
障
害
の
内
容
に
関

す
る
こ
と
と
、
本
人
が
職
場
に
対
し
て
配
慮
を
希
望
す
る
内
容
に

つ
い
て
、
入
念
に
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

結
果
と
し
て
、
採
用
に
結
び
付
い
た
後
も
、
職
場
に
お
け
る
配

慮
事
項
を
再
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
室
か
ら
も
ア
ド
バ
イ

ス
や
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
職
場
へ
の
定
着
を
目
指
し
て
就
業
上
必

要
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
職
員
が
参
加
す

る
会
議
に
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
手
話
通
訳
者
を
配
置
す
る
場

合
も
あ
れ
ば
、
職
場
内
で
課
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
些
細
な
こ

と
で
あ
っ
て
も
す
ぐ
に
個
別
面
談
を
行
う
な
ど
の
対
応
を
と
る
場
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合
も
あ
る
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
職
員
を
受
け
入
れ
る
と
き
に
は
、

本
人
の
承
諾
を
得
た
上
で
、
そ
の
受
け
入
れ
部
局
内
で
、
障
害
の

内
容
を
事
前
に
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

時
に
は
問
題
を
抱
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
職
場
で
共
に
働
い
て

い
く
た
め
に
は
、
本
人
の
了
解
を
得
た
上
で
、
職
場
の
上
司
や
仲

間
が
障
害
の
内
容
を
理
解
し
、
困
り
ご
と
や
支
援
が
必
要
な
こ
と
、

時
に
は
支
援
が
不
要
な
こ
と
も
含
め
て
、
お
互
い
に
理
解
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ
の
点
で
は
障
害
の
有
無

は
一
切
関
係
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
い

う
視
点
に
立
っ
て
相
互
に
意
思
疎
通
を
図
り
、
部
署
と
し
て
の
成

果
を
挙
げ
る
た
め
に
協
力・

役
割
分
担
す
る
環
境・

体
制
を
整
え

て
い
く
と
い
う
組
織
運
営
の
基
本
的
な
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
実
践
し
よ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

２　
教
職
員
に
対
す
る
啓
発
活
動

　

本
学
は
、
２
０
１
１
年
度
に
「
立
教
大
学
し
ょ
う
が
い
学
生
支

援
方
針
」
を
策
定
し
、
公
表
し
た
。
そ
の
方
針
に
は
、
障
害
の
あ

る
学
生
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
支
援
内
容
と
体
制
を
確
立
し
、

障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
学
生
が
相
互
に
学
び
合
い
、
共
に
支

え
合
う
、
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
を
目
指
す
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

支
援
方
針
は
、
三
つ
の
小
方
針
「
支
援
内
容・

体
制
の
方
針
」「
施

設・

設
備
の
整
備
方
針
」「
学
内
理
解
促
進・

情
報
発
信
の
方
針
」

か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
３
番
目
の
「
学
内
理
解
促
進・

情
報
発
信
の
方
針
」
で
は
、「
立
教
大
学
の
全
構
成
員
の
意
識
を
高

め
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
し
て
開
か
れ
た
大
学
を
目
指
し
ま
す
。」

と
提
示
し
、
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
さ
ら

に
つ
け
加
え
て
、「
授
業
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
教
職
員
研
修
を
通
じ

て
、
全
構
成
員
が
障
害
者
支
援
に
関
す
る
理
解
深
め
、『
他
者
を
尊

重
し
、
共
に
生
き
る
大
学
』
を
目
指
し
ま
す
。」
と
し
て
い
る
。
本

学
の
教
職
員
に
対
す
る
啓
発
活
動
の
根
底
に
あ
る
の
は
、
こ
の
考

え
方
で
あ
る
。
以
下
、
本
学
の
教
職
員
に
対
す
る
啓
発
活
動
に
つ

い
て
、
三
つ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

⑴　

新
入
職
員
研
修

　

２
０
０
８
年
度
か
ら
新
入
職
員
研
修
の
一
環
と
し
て
、
支
援
室

が
主
催
す
る
正
課
外
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
実
践
！
バ
リ
ア
フ
リ
ー
講
座
」

（
全
３
回
：
実
施
概
要
参
照
）
の
い
ず
れ
か
１
回
の
参
加
を
義
務
付

け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
生
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
、

一
人
一
人
の
障
害
学
生
が
適
切
な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

全
教
職
員
が
障
害
、
お
よ
び
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
理
解
を

深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
あ
る
。
２
０
１
４
年
度
か
ら
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は
、
全
３
回
の
受
講
を
必
須
と
し
て

い
る
。

　

職
員
の
場
合
、
配
属
さ
れ
る
部
署

に
よ
っ
て
は
、
学
生
と
直
接
接
す
る

機
会
が
少
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
か

し
、
ど
の
部
署
に
配
属
さ
れ
よ
う
と
、

職
員
の
業
務
は
学
生
の
成
長
を
支
援

す
る
と
い
う
点
で
変
わ
り
は
な
く
、

ど
の
視
点
か
ら
大
学
を
支
え
て
い
く

の
か
と
い
う
違
い
が
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
採
用
初
年
度
か
ら
正
課
外
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
学
生
と
共
に
「
職

員
と
し
て
」
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学

習
、
体
験
す
る
こ
と
の
意
義
は
非
常

に
大
き
い
。

参
加
し
た
新
入
職
員
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

●
何
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
先
回
り
し
て
相
手
の
こ
と
を
考
え
る
た

め
に
は
、
練
習
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な

体
験
を
一
度
す
る
だ
け
で
も
見
え
方
が
変
わ
る
と
思
い
ま
し

た
。
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
本
当
に
過
ご
し
や
す
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
、
こ
れ
か
ら
考
え
よ
う
と
思
い
ま
す
。

●
こ
の
よ
う
な
企
画
を
知
ら
な
い
学
生
が
、
食
堂
で
、（
プ
ロ
グ

ラ
ム
受
講
中
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
車
椅
子
に
乗
る
体
験
を

し
て
い
る
）
私
に
「
お
し
ぼ
り
を
と
り
ま
す
か
？
」
と
声
を

か
け
て
く
だ
さ
っ
て
、
と
て
も
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
私
も
自
然
に
そ
う
い
う
声
か
け
が
で
き
る
と
よ
い
の
に

と
思
い
ま
し
た
し
、
そ
う
い
っ
た
言
葉
が
け
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

⑵　

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
員
向
け
講
習
会
の
実
施

　

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
は
、
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
講
師
を
務
め
て
、
２
０
１
４
年
度
に
「
聴
覚
障

害
」、
２
０
１
５
年
度
は
「
視
覚
障
害
」
を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
実

施
し
た
（
前
述
の
40
名
近
い
構
成
員
（
教
職
員
）
全
員
が
集
ま
る

【参考】「実践！バリアフリー講座」（2016年度）実施概要

① ② ③

内 容
聴覚障害

理解と支援の実践
視覚障害

理解と支援の実践

車いす利用者
（肢体不自由）
理解と支援の実践

開 催 2016年6月 2016年10月 2016年11月
場 所 新座キャンパス 池袋キャンパス 新座キャンパス
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講
習
会
）。
こ
れ

も
、
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
成
員

が
率
先
し
て
障
害

に
対
す
る
理
解
を

深
め
、
部
署
を
超

え
て
「
立
教
大
学

し
ょ
う
が
い
学
生

支
援
方
針
」
に
基

づ
い
た
協
力
体
制

の
構
築
を
目
指
す

取
り
組
み
で
あ

る
。
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
は
全

学
的
会
議
体
ゆ
え

に
、
部
局
を
代
表

し
て
会
議
に
参
加

し
て
い
る
構
成
員

（
教
職
員
）
同
士

の
交
流
が
活
発
で

あ
る
と
は
言
い
難

い
側
面
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
講
習
会
は
構
成
員
同
士
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
も
狙
い
の
一
つ
と
し
て
い
る
。
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
内
の
講
習
会
も
、
新
入
職
員
の
「
実
践
！
バ
リ
ア
フ
リ
ー

講
座
」
の
受
講
同
様
に
、
自
ら
が
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
障
害

に
対
す
る
理
解
度
が
深
ま
り
、
同
時
に
自
ら
が
部
局
を
代
表
し
て

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
す

る
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
。

⑶　
「
し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
対
応
事
例
集
」・

「
ガ
イ
ド
」
の
作
成

【2015年度講習会の内容】

項　目 内　　　　　容

はじめに
①本学の視覚障害学生について
②見えないことによる困難とは

【体験１】
アイマスクを
して移動体験

①会場の四隅に置かれた折り紙の位置を全員で確認する（目視）。
②�アイマスクをして、自分の席から一番近い場所の折り紙を１枚とっ
て自分の席に戻る（２分間）。

【体験２】
アイマスクを
して折り紙体
験

①�２人一組のペアになり、アイマスクをつけた人が、ペアの人が読み
上げる折り紙の折り方の説明を聞きながら５分間で折り紙を折る。
②�アイマスクをつける人を交代し、①と同じことを実施する（ただ
し、折る物が異なる）。

ま と め まとめ

ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
移
動
体
験

ア
イ
マ
ス
ク
を
し
て
ペ
ア
で
折
り
紙
体
験
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し
ょ
う
が
い
学
生
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
、
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
下
に
設
置
さ
れ
た
学
内
で
の
理
解
促
進
を

図
る
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、「
し
ょ
う
が
い
学
生

支
援
対
応
事
例
集
」
と
「
講
演
会
や
行
事
等
へ
の
し
ょ
う
が
い
者

の
参
加
対
応
ガ
イ
ド
」
を
作
成
し
た
。

　

障
害
学
生
が
履
修
す
る
科
目
を
担
当
す
る
教
員
に
は
、
書
面
で

配
慮
依
頼
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
仕
組
み
が
な
か
っ
た
た
め
、
教
員
の
対
応
の
妥
当
性
や
有
効
性

に
つ
い
て
の
点
検
や
意
見
も
吸
い
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
、学
期
終
了
時
に
教
員
ア
ン
ケ
ー
ト
（
対
象
：
障
害
学
生
履
修

科
目
担
当
教
員
）
を
実
施
し
、
状
況
の
把
握
に
努
め
た
。

　

そ
の
上
で
、
複
数
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ

た
事
例
や
、
授
業
で
障
害
学
生
を
担
当
す
る
場
合
に
留
意
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
事
例
集・

対
応
ガ
イ
ド
（
前
述
）
を
作
成

し
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（http://w
w
w
.rikkyo.ac.jp/support/cam

puslife/
backup/barrier_free/reference/case_studies/

）

お
わ
り
に

　

部
署
に
よ
っ
て
、
障
害
の
あ
る
教
職
員
に
対
す
る
関
わ
り
方
に

差
は
あ
る
も
の
の
、
支
援
に
関
す
る
基
本
的
な
あ
り
方
は
、
特
定

の
部
署・

組
織
だ
け
が
行
う
の
で
は
な
く
、
本
学
に
所
属
す
る
全

て
の
教
職
員
が
関
わ
り
、
支
え
合
う
も
の
で
あ
る
。
適
切
な
対
応

と
求
め
ら
れ
る
配
慮
を
行
う
た
め
に
は
、
教
職
員
一
人
一
人
が
障

害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
学
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
２
０
１
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
障

害
者
差
別
解
消
法
）」
に
も
沿
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
長
い
歴
史
と

志
あ
る
教
職
員
の
支
え
な
く
し
て
は
実
現
し
え
な
か
っ
た
も
の
で

あ
る
。

　

一
方
、
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
掲
げ
る
「
障
害
学
生・

教
職
員

支
援
を
あ
る
特
定
の
部
局
や
個
人
が
担
う
も
の
と
せ
ず
、
移
動
サ

ポ
ー
ト
や
窓
口
で
の
一
次
対
応
な
ど
を
大
学
に
所
属
す
る
全
教
職

員
が
行
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
究
極
の
目
標
に
現
時
点
で
到

達
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
今
後
も
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
障
害
の
有
無
や
軽
重
に
関
わ
ら
ず
、
相
互
に
学
び
合
う
こ

と
が
で
き
る
開
か
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
、
開
か
れ
た
立
教
を
目
指
し
、

大
学
全
体
で
歩
み
を
進
め
、
大
学
と
し
て
の
可
能
性
を
広
げ
続
け

て
い
き
た
い
。�
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